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十
一
月
三
日
・
文
化
の
日
に
、
長
門
市
の
「
ル
ネ
ッ
サ

な
が
と
」
で
、
県
総
合
芸
術
文
化
祭
「
詩
と
音
楽
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か
か
ら
ず
、
会
場
に
は
多
く
の

皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、
詩
の
朗
読
と
音
楽
の
演
奏
を
織
り

ま
ぜ
た
約
二
時
間
の
公
演
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
輝
き
放
つ
個
性
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～
生
命
の
詩
を
謳
う

～
」
と
題
し
た
今
回
の
公
演
に
は
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
県

芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
者
の
藤ふ
じ

田た

卓た
く

也や

さ
ん
、
若
手

演
奏
家
の
登
竜
門
で
あ
る
秋
吉
台
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
を
振
り
返
っ
て

　

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
で
は
、
毎
年
、
県
内
全
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
す
。
第
七
回
と
な
る
平
成
二
十
五
年
度
は
、
詩
と
音
楽
を
と
り
あ
げ
た
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
ほ
か
、
十
九
の
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
●
日
時
…
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　
　
十
四
時
開
演

　
●
場
所
…
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
（
長
門
市
）

「
詩
と
音
楽
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
輝
き
放
つ
個
性
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
～
生い
の
ち命
の
詩う
た
を
謳う
た
う
～

第
７
回

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ
た
所し
ょ

村む
ら

映え

李り

さ
ん
を
お
迎
え

し
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
合
唱
団
、
管
弦
楽
団
等
総
勢

百
六
十
人
の
皆
さ
ん
が
出
演
さ
れ
、
幕
間
で
は
、
山
口
県

Ｐ
Ｒ
本
部
長
の
「
ち
ょ
る
る
」
も
登
場
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
、
ロ
ビ
ー
に
は
「
や
ま
ぐ
ち
の
文
学
コ
ー

ナ
ー
」
パ
ネ
ル
展
が
設
け
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
金
子
み
す
ゞ
、
中
原
中
也
、
ま
ど
・
み
ち
お
と
い
っ
た

県
ゆ
か
り
の
詩
人
作
品
の
朗
読
を
縦
糸
に
、
合
唱
、
管
弦

楽
等
の
様
々
な
出
演
者
の
音
楽
を
横
糸
に
見
立
て
、
「
生

き
る
こ
と
の
歓
び
」
を
紡
ぐ
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
、
出
演

者
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
を

展
開
す
る
、
と
い
う
今
回
の
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

　
第
一
部
で
は
、
「
ひ
と
つ
の
命
」
「
ひ
と
つ
の
魂
」
の

叫
び
と
い
っ
た
、
ひ
と
つ
の
「
個
性
」
を
表
現
し
…
第
二

部
で
は
、
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
個
性
が

集
ま
っ
て
輝
く
さ
ま
を
表
現
す
る
…
休
憩
を
は
さ
ん
で
第

三
部
で
は
、
集
ま
っ
た
個
性
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て

「
調
和
」
す
る
さ
ま
を
表
現
。
最
後
、
全
員
合
唱
の
感
動

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
流
れ

を
通
じ
て
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
、
「
生
き
る
こ
と
の
歓

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

オープニング中原豊さん朗読

山口高校朗読コール ･チュラカーギ

藤田卓也さん

萩高校合唱部
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び
」
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
朗
読
と
合
唱
か
ら
始
ま
り
、
第
一
部
で

は
、
中
原
中
也
記
念
館
の
中
原
豊
館
長
に
よ
る
朗
読
に
続

け
て
、
藤
田
卓
也
さ
ん
が
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
「
汚
れ

つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
」
（
作
詞
：
中
原
中
也
／
作
曲
：

田
村
洋
／
編
曲
：
金
山
徹
）
を
披
露
。
所
村
映
李
さ
ん

は
、
秋
吉
台
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
時
の
課

題
曲
「
ホ
ル
ン
協
奏
曲
第
四
番
変
ホ
長
調
Ｋ
．
４
９
５
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
朗
読
で
始
ま
る
第
二
部
は
、
み

す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
、
女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ

カ
ー
ギ
、
萩
高
校
合
唱
部
に
よ
る
合
唱
の
ス
テ
ー
ジ
で

す
。
萩
高
校
の
混
声
合
唱
に
は
、
藤
田
卓
也
さ
ん
も
加
わ

り
ま
し
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
だ
第
三
部
で
は
、
山
口
中
央
高
校
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
部
の
管
弦
楽
演
奏
に
所
村
映
李
さ
ん
が
加
わ
っ

て
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
出
演
者
全
員
で
長
門
市
出
身
の
作

詞
家
・
大
津
あ
き
ら
（
一
九
五
〇

−

一
九
九
七
）
作
詞
の

「
輝
き
な
が
ら
…
」
と
、
ま
ど
・
み
ち
お
作
詞
の
童
謡
メ

分野別フェスティバル開催一覧
平成25年 ８月
２日㈮〜
４日㈰

９日㈮～
11日㈰

18日㈰

25日㈰

第52回全日本吹奏楽コンクール
山口県大会
防府市公会堂（防府市）
下関市民会館（下関市）
山口県吹奏楽連盟

第68回合唱コンクール山口県大会 
周南市文化会館（周南市）
山口県合唱連盟

第11回山口県日本舞踊祭
岩国市民会館（岩国市）
(公社)日本舞踊協会山口県支部

９月
１日㈰

１日㈰

８日㈰

18日㈬～
　　23日

(月・祝)

23日
(月・祝)

社交ダンスフェスティバル
山口市民会館（山口市）
山口県ダンス連盟

第23回山口県民謡コンクール大会
徳地地域交流センター（山口市）
山口県民謡連盟

第61回山口県川柳大会
下関市生涯学習プラザ（下関市）
山口県川柳協会

第21回いけばな展
下関大丸（下関市）
山口県いけばな作家協会

第26回全日本マーチングコン
テスト山口県大会
光市総合体育館（光市）
山口県マーチングバンド連盟

10 月
６日㈰

27日㈰

第45回山口県邦楽大会
サンビームやない（柳井市）
山口県邦楽連盟

第46回山口県母のコーラス
フェスティバル
萩市民館（萩市）
山口県母の合唱連盟

11 月
23日
(土・祝)

23日
(土・祝)

24日㈰

第50回山口県俳句大会
周南市民館（周南市）
山口県俳句作家協会

’13やまぐち県詩祭
ホテルサンルート徳山（周南市）
山口県詩人懇話会

第49回山口県歌人協会短歌大会
ほしらんど くだまつ（下松市）
山口県歌人協会

12 月
１日㈰

７日㈯

８日㈰

15日㈰

15日㈰

15日㈰、
26日㈭、
27日㈮

第54回山口県演劇祭
岩国市民会館（岩国市）
山口県演劇協会

第16回やまぐち創作文芸大会
宇部市立図書館（宇部市）
山口県創作懇話会

第58回山口県交響楽団演奏会
防府市公会堂（防府市）
山口県交響楽団

第41回山口県芸術演奏会
シンフォニア岩国（岩国市）
山口県音楽協会

第11回山口県和太鼓の祭典
山口南総合センター（山口市）
山口県和太鼓連盟

第37回全日本アンサンブル
コンテスト山口県大会
山陽小野田市文化会館（山陽
小野田市）
山口県管楽アンサンブル連盟

ド
レ
ー
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
用
に
編
曲
し
た
も
の
を

披
露
し
、
会
場
は
感
動
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
合
唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
詩
の
朗
読
の
融
合
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
」
「
郷
土
の
詩
人
を
題
材
に
取
り
上
げ
、
山

口
県
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
」
「
体
が
震
え
る
ほ
ど
感
動

し
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
観
客
の
皆
様
に
大

き
な
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
成
功
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
出
演
者
の
皆
さ
ん
）

［
声
楽
］
藤
田
卓
也
（
平
成
二
十
年
度
山
口
県
芸
術

文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
）

［
ホ
ル
ン
］
所
村
映
李
（
第
二
回
秋
吉
台
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
）

［
合
唱
］
み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
、
女
声
合
唱
団

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
、
萩
高
校
合
唱
部

［
管
弦
楽
］
山
口
中
央
高
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

［
朗
読
］
中
原
豊
（
中
原
中
也
記
念
館
館
長
）
、
山

口
高
校
放
送
部
、
み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団

みすゞ少年少女合唱団

萩高校合唱部フィナーレ

ちょるる登場 所村映李さん

山口中央高校オーケストラ
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山
口
文

化
協
会
は
、

「
文
化
団

体
相
互
の

連
絡
を
緊

密
に
し
、

広
く
文
化

の
創
造
と

振
興
を
は

か
り
、
市

民
文
化
の

高
揚
に
つ

と
め
る
こ

と
」
を
目
的
に
昭
和
四
十
四
年
に
設

立
し
、
以
後
、
多
く
の
先
輩
方
・
市

民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
本
年
、
設

立
四
十
五
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
文
芸
、
美
術
、
生
活
文
化
、

文
化
財
、
邦
楽
、
合
唱
、
舞
踊
、
朗
読
、

演
芸
な
ど
、
山
口
市
内
の
六
十
九
の

文
化
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
各
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
活

発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
口
文
化
協
会
の
主
な
活
動
は
、

市
民
文
化
祭
、
文
芸
大
会
（
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
）
の
開
催
、
年
二
回
の

広
報
誌
「
山
口
文
化
」
の
発
行
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
毎
年
会
員
が

一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
る
市
民
文
化

祭
で
は
、
日
ご
ろ
の
研
鑽
の
成
果
の

発
表
は
も
と
よ
り
、
会
員
相
互
が
協

力
・
連
携
し
な
が
ら
文
化
祭
の
運
営

を
し
て
お
り
ま
し
て
、
来
場
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
ま
し
て
も
、
幅

広
い
世
代
の
方
々
か
ら
好
評
を
博
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
芸
術
に

触
れ
、
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
文
化
振
興
や
人
材
育
成
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今

後
も
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
伝
統
や

文
化
を
若
い
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

と
と
も
に
、
文
化
の
薫
る
ま
ち
山
口

の
さ
ら
な
る
文
化
の
発
展
に
向
け
、

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

会員紹介｜よこがお

●
会
長
　
松
原
　
清

●
〒
７
５
３
―
８
６
５
０

山
口
市
亀
山
町
２
―
１
　 

山
口
市
総
合
政
策
部
文
化
政
策
課
内

●
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
７
１
８

山
口
文
化
協
会

　
和
木
町
文
化
協
会
は
、
平
成
四
年
、

文
化
会
館
竣
工
を
機
に
「
町
民
の
文

化
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
的
な
文
化
活
動
を
促
進
し
、
人

間
性
豊
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り

薫
り
高
い
町
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
、
公
民
館
講
座

の
受
講
者
を
中
心
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
で
二
十
三
年
目
を
迎
え
る
文

化
協
会
は
、
和
木
町
の
文
化
事
業
の

推
進
母
体
と
し
て
文
化
の
充
実
発
展

の
た
め
、
現
在
約
六
百
三
十
人
の
会

員
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
協
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
秋

に
「
文
化
祭
（
展
示
会
・
芸
能
祭
）」

を
主
催
し
、
芸
能
祭
に
お
い
て
文
化

功
労
賞
・
奨
励
賞
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
恒
例
事
業
と
し

て
、
音
楽
・
ダ
ン
ス
等
の
芸
能
面
で

日
々
精
進
し
、
こ
れ
か
ら
才
能
を
開

花
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
子
供
た
ち

の
発
表
の
場
で
あ
る
「
キ
ッ
ズ
芸
能

祭
」、
和
木
町
お
よ
び
近
郊
に
在
住

の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
家
が
集

ま
り
、
年
々
充
実
し
て
い
る
「
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｉ
コ
ン
サ
ー
ト
」、
小
中
学
生
を

対
象
に
し
た
「
書
き
初
め
会
」、
さ

ら
に
今
年
は
和
木
美
術
館
を
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
「
和
木
町
絵
画
美
術

展
覧
会
」
を
新
設
し
、
新
た
な
美
術

の
振
興
に
門
戸
を
開
こ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
、
協
会
各
団
体
が
、

独
自
に
行
う
発
表
会
や
展
示
会
に
対

し
て
様
々
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
二
回(

六
月
と
十
二

月)

、
協
会
の
広
報
紙
「
和
木
ぶ
ん

か
」
を
発
行
し
、
町
内
全
戸
に
お
届

け
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
事
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
は
、
会
員
の
高
齢
化
が
影
響

す
る
の
か
会
員
数
は
や
や
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
様
々
な

分
野
の
加
盟
各
団
体
の
活
動
を
支
援

し
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
町
の
文

化
振
興
の
中
核
組
織
と
し
て
文
化
活

動
の
充
実
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
会
長
　
海
井
　
朗
弘

●
〒
７
４
０
―
０
０
６
１

玖
珂
郡
和
木
町
和
木
２
丁
目
15
番
１
号
　 

和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

●
☎
０
８
２
７
―
５
２
―
２
１
９
１

和
木
町
文
化
協
会
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このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。

　
昨
年
九

月
に
、
第

七
回
総
合

芸
術
文
化

祭
分
野
別

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

の
一
環
と

し
て
、
第

二
十
三
回

山
口
県
民

謡
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
を
山
口
市
徳
地

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
山
口
県
民
謡
連
盟
は
、
現
在
四
つ

の
団
体
で
構
成
し
て
お
り
、
山
口
県

内
の
民
謡
の
発
掘
と
、
そ
れ
を
後
継

者
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
山
口
県
の
民
謡
を

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
全
国
へ
発
信
し
て
い
く
た

め
、
永
く
唄
い
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
は
、
九
月
に
防

府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
第

二
十
四
回
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
大
会
で
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱

唱
し
ま
す
。

　
高
齢
化
に
よ
り
出
演
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
若
い

人
た
ち
に
継
承
し
て
い
き
た
い
の
で

す
が
、
な
か
な
か
現
実
は
厳
し
く
入

会
者
が
い
な
い
と
い
う
の
が
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
、

中
学
校
、
公
民
館
活
動
の
中
で
民
謡

活
動
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。

　
今
後
も
、
日
本
の
文
化
「
民
謡
」

を
愛
し
、
心
の
ふ
る
さ
と
「
民
謡
」

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●
会
長
　
清
水
　
良
助

●
〒
７
４
７
―
０
８
４
７

防
府
市
伊
佐
江
町
11
―
13

　
　
　
　
　
　
　
永
田
玲
秀
方

●
☎
０
８
３
５
―
２
３
―
２
５
２
９

山
口
県
民
謡
連
盟

　
山
口
県

中
学
校
文

化
連
盟
は
、

県
内
中
学

校
の
学
校

教
育
全
般

に
お
け
る

文
化
活
動

の
振
興
・

発
展
を
図

る
こ
と
を

目
的
に
平

成
十
七
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
県
中

学
校
総
合
文
化
祭
の
開
催
や
県
内
の

中
学
生
の
文
化
活
動
へ
の
支
援
を
中

心
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
中
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
県
下

七
地
域
が
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
は
「
響

か
せ
よ
う
ハ
ー
モ
ニ
ー
　
魅
せ
よ
う

文
化
の
世
界
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し

て
、
十
一
月
八
・
九
日
に
シ
ン
フ
ォ

ニ
ア
岩
国
で
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
中
学
校
総
合
文

化
祭
を
山
口
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
山
口
県
ら
し
さ
が
見
え
る
」、「
生

徒
が
主
体
に
な
る
」、「
お
も
て
な
し

の
心
に
よ
り
心
が
温
ま
る
」、「
交
流

を
大
切
に
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、
全
国
及
び
県
内
か
ら
舞
台
部
門

約
七
百
人
、
展
示
部
門
約
千
三
百
人
、

観
客
者
数
約
四
千
人
が
参
加
し
、
感

動
的
で
生
徒
が
自
ら
の
成
長
を
実
感

で
き
る
す
ば
ら
し
い
総
合
文
化
祭
に

な
り
ま
し
た
。
本
県
の
中
学
生
の
文

化
面
や
情
意
面
な
ど
の
質
の
高
さ
も

全
国
に
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
県
中
文
連
と
し
て
は
、
次
代
を
担

う
中
学
生
が
健
全
に
成
長
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
が
夢
の
実
現
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
文
化
活
動
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
中
学
生
が
大
き
く
成
長

し
活
躍
で
き
る
場
を
数
多
く
設
定
し

支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
な
お
一
層
の
御
理
解
と
御

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
会
長
　
大
野
　
和
規

●
〒
７
５
３
―
０
０
３
１

山
口
市
古
熊
１
―
４
―
１

                

大
殿
中
学
校
内

●
☎
０
８
３
―
９
２
２
―
０
６
８
８

山
口
県
中
学
校
文
化
連
盟
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■山口県の文化芸術情報満載のホームページ「文化情報やまぐち」のアドレス

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a19300/bunkajoho-yama/index.html

　　※「Google」「Yahoo!」等で　　　　　　　　　　で検索すると、簡単に
アクセスできます。

　文化情報やまぐちのホームページに掲載してあるエクセルの様式に必要事項
を入力して、メールで随時提出してください。毎月20日までに提出のあったも
のについては、翌月初旬にホームページにアップします。

■お問い合わせ・提出先
　山口県文化振興課
　　TEL：083-933-2610
　　FAX：083-933-4829
　　E-mail：bunka-joho@pref.yamaguchi.lg.jp

トピックス ＆ インフォメーション
● T o p i c s  &  I n f o r m a t i o n

山
口
県
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」

を
通
じ
て
、
県
内
で
実
施
さ
れ
る
文
化
芸
術
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を
県
民
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
貴
団
体
・
施
設
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内

等
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」
に
掲

載
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

平成26年度
美術館企画展の開催

文化情報やまぐち

■ 県立美術館　 TEL 083-925-7788　　http://www.yma-web.jp

企　画　展　名 期　　間 内　　　容
コレクション展特別企画没後40年
香月泰男展
－シベリア・シリーズと原画展

４月 17 日（木）～
５月６日（火・祝）（19 日間）

香月泰男の代表作であるシベリア・シリーズ作品と
併せて下絵等の関連資料を展示し、造形的な変遷を
紹介

国際浮世絵学会創立50周年記念
大浮世絵展

５月 16 日（金）～
７月 13 日（日）（51 日間）

浮世絵の名品を国内及び世界各地から一堂に集め、
300年以上にわたる浮世絵全史を約350点の作品
で紹介

放浪の天才画家　山下清 ７月 26 日（土）～
９月７日（日）（38 日間）

山下清の生い立ちから晩年までを、貼絵・ペン画・
油彩画・水彩画等、約180点の作品を通して紹介

第68回山口県美術展覧会 10 月２日（木）～
10 月 19 日（日）（17 日間）

68回目の開催となる全国的にも独創的で評価の高
いノンジャンルの公募展

コレクション展特別企画
雪舟と雲谷派
－山口県立美術館所蔵作品を中心に－

10 月 30 日（木）～
11 月 30 日（日）（30 日間）

県立美術館所蔵の雪舟や雲谷派の作品と東光寺所蔵
の「五百羅漢図」を展示しその魅力をわかりやすく
紹介

超絶技巧！明治工芸の粋
－これぞ明治のクールジャパン－

２月 21 日（土）～
４月 12 日（日）（44 日間）

村田理如コレクション秘蔵の名品（金工、蒔絵、七
宝等）を展示し、明治工芸の全貌とその魅力を紹介

■ 県立萩美術館・浦上記念館　 TEL 0838-24-2400　　http://www.hum.pref.yamaguchi.lg.jp

企　画　展　名 期　　間 内　　　容
生誕130年　川瀬巴水展
－郷愁の日本風景

４月 26 日（土）～
６月８日（日）（40 日間）

大正から昭和にかけて活躍し、「昭和の広重」と称え
られた木版画家 川瀬巴水の旅情あふれる作品を紹介

やきものって何ダ？
－陶芸美術館８館の名品に学ぶ－

７月５日（土）～
８月 24 日（日）（45 日間）

日本各地のやきものの産地に立地する８つの美術館
の特色あるコレクションから、自慢の逸品を紹介

上方の浮世絵
－大坂・京都の粋と技－

９月９日（火）～
10 月 13 日（月・祝）（33 日間）

海外でも高い評価を得ている上方浮世絵の魅力を、
地域文化の独自性に焦点を当てながら紹介

泥象　鈴木治の世界
－〈使う陶〉から〈観る陶〉、そして〈詠む陶〉へ－

11 月１日（土）～
12 月 23 日（火・祝）（48 日間）

戦後日本を代表する陶芸家 鈴木治の足跡を約150点
の作品によりたどる、没後初となる大規模な回顧展

県立美術館と県立萩美術館・浦上記念館において、次のとおり展覧会を開催します。
　※日程などは変更される場合があります。お出掛けの際には前もってご確認ください。
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◇
山
口
県
選
奨

　
本
県
の
芸
術
・
文
化
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
、

功
績
顕
著
な
個
人
や
団
体
を
知
事
が
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　
金か
ね

子こ

　
信の
ぶ

彦ひ
こ

（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

　
友と
も

永な
が

　
次じ

郎ろ
う

（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

　
花は
な

柳や
ぎ

佳か

寿ず

広ひ
ろ

（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

　
阿あ

部べ

　
弘ひ
ろ

和か
ず

（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

　
小こ

山や
ま

　
良よ
し

昌ま
さ

（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

　
大お
お

殿ど
の

ホ
タ
ル
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

◇
第
二
十
九
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

　
全
国
各
地
で
様
々
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
や
実
力
を
披
露
し
、
交
流
す
る
「
国
内
最
大
の

文
化
の
祭
典
」
で
す
。
今
年
は
、
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
時
期
：
平
成
二
十
六
年
十
月
四
日
（
土
）
～
十
一
月
三
日
（
月
・
祝
）

　
場
所
：
秋
田
県
全
域

◇
中
四
国
文
化
の
集
い

　
中
四
国
九
県
の
文
化
団
体
が
集
い
開
催
さ
れ

る
行
事
で
、
今
年
は
、
島
根
県
で
各
県
の
神
楽
、

獅
子
舞
団
体
が
一
堂
に
会
し
共
演
し
ま
す
。

　
時
期
：
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日
（
日
）

　
場
所
：
島
根
県
民
会
館
・
大
ホ
ー
ル
（
島
根
県
松
江
市
）

平
成
二
十
五
年
度
十
一
月
以
降
の
芸
術
文
化
関
係
表
彰
受
賞
者
紹
介

◇
山
口
県
文
化
功
労
賞

　
文
化
に
関
す
る
創
作
や
地
域
の
文
化
団
体
の
活
動

等
を
通
じ
て
、
文
化
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
個
人
や
団
体
を
知
事
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
下し
も

尾お

　
周か
ね

男お

（
美
術
／
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
ア
ー
ト
）

　
津つ

田だ

　
峰ほ
う

雲う
ん

（
美
術
／
書
道
）

　
矢や

崎ざ
き

　
節せ
つ

夫お

（
文
芸
／
金
子
み
す
ゞ
の
文
学
）

　
藤ふ
じ

村む
ら

　
宏こ
う

山ざ
ん

（
音
楽
／
邦
楽
）

　
香か

川が
わ

　
靖せ
い

嗣じ

（
演
劇
／
能
楽
）
　
　

　
花は
な

柳や
ぎ

梨り

太た

郎ろ
う

（
舞
踊
／
日
本
舞
踊
）

　
山や
ま

村む
ら

　
三み
つ

枝え

（
舞
踊
／
民
踊
）
　
　

　
若わ
か

﨑さ
き

　
啓け
い

一い
ち

（
一
般
文
化
／
団
体
活
動
）
　

　
村む
ら

田た

　
里り

菜な

（
久
保
小
二
年
）

　
大お

お

中な
か

　
智と
も

哉や

（
徳
山
小
五
年
）

　
西に
し

田だ

　
陸り
く

人と

（
江
浦
小
六
年
）

　
宮み
や

田た

　
明は
る

香か

（
椿
東
小
六
年
）

　
野の

久く

保ぼ

奈な

央お

（
垢
田
中
三
年
）

　
近こ
ん

藤ど
う

　
冴さ
え

夏か

（
下
松
高
二
年
）

　
下
松
高
等
学
校

　
宮
野
小
学
校
ホ
タ
ル
委
員
会

　
小
郡
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
防
府
商
業
高
等
学
校
ト
ー
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
部

　
井い

町ま
ち

　
真ま

生い

（
白
水
小
三
年
）

　
上う
え

野の

　
鈴す
ず

歩ほ

（
明
倫
小
四
年
）

　
関せ
き

戸と

　
水す
い

冠か
ん

（
日
積
小
五
年
）

　
中な
か

村む
ら

あ
い
り
（
川
棚
小
五
年
）

　
吉よ
し

原は
ら

　
り
か
（
田
布
施
中
二
年
）

　
河か
わ

田た

　
涉し
ょ
う

吾ご

（
宇
部
総
合
支
援
学
校
中
学
部
三
年
）

　
藤ふ
じ

井い

　
優ゆ
う

花か

（
華
陵
高
二
年
）

　
中な
か

村む
ら

　
安あ
ん

里り

（
光
高
二
年
）

　
金か
ね

子こ

　
朋と
も

樺か

（
山
口
高
通
信
制
三
年
）

　
麻
里
府
小
学
校

　
中
関
小
学
校
　
吹
奏
楽
部

　
山
口
高
等
学
校
　
化
学
・
生
物
部

　
宇
部
西
高
等
学
校
　
農
業
ク
ラ
ブ

　
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
　
Ｅ
Ｔ
ロ
ボ
コ
ン
同
好
会

　
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
　
色
と
り
ド
リ
ィ

　
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校

　
近こ

ん

藤ど
う

　
優ゆ

う

歩ほ

（
下
松
小
六
年
）

◇
平
成
二
十
五
年
度
メ
ダ
ル
栄
光
（
文
化
賞
）

　
文
化
に
関
す
る
創
作
や
地
域
の
文
化
団
体
の
活
動
等
を
通
じ
て
、
文
化
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

個
人
や
団
体
を
知
事
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
当
連
盟
で
は
、
県
内
各
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
、
学
校

で
の
部
活
動
等
で
実
技
指
導
な
ど
を
行
う
講
師
（
指
導
者
）
を
紹

介
・
派
遣
し
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
い
た
だ
い
た
地
域
で
は
、
毎
年
、
継
続
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
専
門
家
に
よ
る
指
導
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

・
①
申
込
み
（
利
用
者
）
→
②
講
師
紹
介
（
事
務
局
）
→
③
打
合
せ

（
講
師
・
利
用
者
）
→
④
実
技
指
導
・
講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

・
利
用
者
（
申
請
者
）
に
は
、
お
花
や
お
菓
子
な
ど
の
材
料
費
の
み

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
（
講
師
へ
の
謝
金
、
交
通
費
は
不
要
で
す
）

・
講
師
に
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、
一
回
の
指
導
に
つ
き

２
，０
０
０
円
（
税
額
控
除
後
）
と
交
通
費
の
実
費
を
支
給

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
口
県
文
化
連
盟

　
　
〒
７
５
３
―
８
５
０
１
　
山
口
市
滝
町
１
―
１

　
　
山
口
県
文
化
振
興
課
内
　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０

★
随
時
講
師
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
一
度
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
　
～
講
師（
指
導
者
）紹
介・派
遣
事
業
～

注目
　
　
ご
　
案
　
内
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〒
7

5
3

-8
5

0
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市
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町
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−
１
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山

口
県

文
化

振
興

課
内

）　
T

EL：
0

8
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-9
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6
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0
　

FA
X

：
0

8
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-9
3

3
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8
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9
文
化
飛
翔

　
ぶ
ん
か
ひ
し
ょ
う

｜
V

o
l.14

｜
2

0
14

 春
号

　
私
が
マ
ー
チ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
、

四
十
歳
の
頃
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
下

関
市
内
の
中
学
校
音
楽
教
諭
と
し
て
吹

奏
楽
の
指
導
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
し

た
。
そ
の
中
学
校
に
十
二
年
間
勤
務
し

ま
し
た
が
、
山
口
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
Ａ
部
門
で
十
年
連
続
金
賞
、
そ
し
て

山
口
県
代
表
と
し
て
、
八
年
連
続
で
中

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
学
校
で
五
年
目
の
こ
と
、
あ

る
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
演
奏
会
で
、
ス

テ
ー
ジ
ド
リ
ル
の
発
表
を
見
た
部
員
達

が
、「
私
た
ち
も
マ
ー
チ
ン
グ
を
や
っ
て

み
た
い
！
」
と
私
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

元
来
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

好
き
な
私
は
、
早
速
マ
ー
チ
ン
グ
の
練

習
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

指
導
者
の
私
が
マ
ー
チ
ン
グ
未
経
験
の

た
め
、
何
を
ど
う
や
れ
ば
よ
い
の
か
分

　
山
口
県
文
化
連
盟
会
報
紙
『
文
化
飛
翔
』
は
、
平

成
十
九
年
に
創
刊
し
、
年
二
回
（
秋
・
春
）
の
発
行

ペ
ー
ス
で
今
回
が
十
四
号
に
な
り
ま
し
た
。
創
刊
号

か
ら
掲
載
し
て
い
る
会
員
の
皆
様
の
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
「
よ
こ
が
お
」
も
今
号
で
一
巡
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
の
活
動
紹
介
を
は
じ
め
、

様
々
な
文
化
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
口
県
文
化
連
盟
の
活
動
に
御
協
力
い
た
だ
け
る
賛

助
会
員
（
個
人
又
は
団
体
）
を
広
く
募
集
し
て
い
ま

す
。

年
会
費
　
一
口
　
五
，〇
〇
〇
円

＊
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
報
、
そ
の
他
文
化
情

報
誌
を
お
届
け
し
ま
す
。

＊
入
会
受
付
は
随
時
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
期
間

は
入
会
日
か
ら
そ
の
事
業
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
定
の
入
会
申
込
書
兼
振
込
書
に
て
年
会
費
の
お
振

り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
事
務
局
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０

賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

か
ら
ず
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。「
こ
れ
で

は
だ
め
だ
」
と
一
大
決
心
を
し
た
私
は
、

新
潟
県
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
マ
ー
チ

ン
グ
指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
習
会
の
内
容
は
過
酷
で
、
四
十
歳
の

私
に
は
と
て
も
辛
く
体
力
が
つ
い
て
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
何
と

か
、
三
級
・
二
級
と
合
格
し
、
つ
い
に

一
級
指
導
員
の
試
験
に
合
格
し
た
と
き

の
嬉
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
か
ら
は
、
吹
奏
楽
と
マ
ー
チ
ン

グ
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
の
練
習
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
マ
ー
チ
ン
グ
は
全
員

が
動
き
を
伴
う
た
め
、
八
十
人
を
超
え

る
部
員
が
一
糸
乱
れ
る
こ
と
な
く
演
奏
・

演
技
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ

と
で
し
た
が
、
練
習
を
重
ね
て
い
く
と

今
ま
で
以
上
の
団
結
力
が
育
っ
て
き
ま

し
た
。
と
は
言
え
、特
に
夏
休
み
は
マ
ー

チ
ン
グ
の
練
習
場
所
が
な
い
た
め
、
運

動
部
の
練
習
の
合
間
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

借
り
て
動
き
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
猛

暑
と
運
動
部
並
み
の
体
力
を
使
う
た
め
、

当
初
は
体
調
を
悪
く
す
る
者
が
続
出
し

て
大
変
で
し
た
が
、
ま
さ
に
、「
継
続
は

力
な
り
」、
日
に
日
に
部
員
達
は
た
く
ま

し
く
な
り
、
炎
天
下
の
練
習
で
真
っ
黒

に
日
焼
け
し
な
が
ら
も
、
一
年
後
に
は

県
代
表
と
し
て
、
吹
奏
楽
と
ダ
ブ
ル
で

中
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ー
チ

ン
グ
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
サ
ウ
ン
ド

が
よ
く
な
り
、
更
に
行
動
も
機
敏
に
な

り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
強
固
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
私
は
転
勤
に
な
り
ま
し

た
が
、
国
民
文
化
祭
や
国
体
で
マ
ー
チ

ン
グ
に
携
わ
り
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ー
チ
ン
グ
の

素
晴
ら
し
さ
を
県
内
に
広
め
て
い
き
、

マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
団

体
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う
に
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
の

小
径

私
と
マ
ー
チ
ン
グ

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

山口県マーチングバンド連盟理事長

松浦　美彦 氏

編
集
後
記

申
込
方
法
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